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岩手県立生涯学習推進センター
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ボランテイア活動支援事業!おもちゃ医学部 i開設計画
中央公民館市民学習係

予算科目 1 0款 5項 3目 4000 事菜

事業の名称 ボランティア活動支援事業 Iおもちゃ医学部l

九I 象 北上市内に居住または勤務する成人

i1二ニ， 民 1 0名

実胞場所 中央公民館第 3会議室(第 1[且のみ第 2会議室)

実施期間 平成 11 年 1 月~~-5月 G[司

講師・助手 講師延べ4名

受講料 無料

JL 報 |広報きたかみ]12月25日号掲載、新聞掲載依頼、 主要施設等仁ちらし依頼

-工具は個人持ちとし当分は電子、機械関係の修理を中心として学習する。
留意事項 -保育園、幼稚園等の協))を得て故障玩具を募集する。

-学習時間は原則として、午後 1時 3U分から 4時 30分までの 2時間。

事業のねらい

ボランテイアの正しい認識と活動の重要性が叫ーばれている昨今、北上市においてもボラ

ンテイア育成仁関しての各種の施策が実施されている。また、消費文化、使い捨てのライ

ブスタイルが、環境問題からも生涯学習のなかでの家庭教育の観点からも問題とされてい

る。

このような社会情勢のなか、壊れた玩具修理のボランティアサーケルをつくり、学習の

l喝を設けその活動を支援する。

(1)特技を生かしての社会参加を促進する。

(2)使い捨て生活を見直し資源保護に資する。

(3)物を大事にする子育てのお手伝いをする。

l叶 日 t時 主題 子': -;!白ユI 内 容 講師

l 
1月17日(日) 開講式 電気の基礎と電気_L具を矢iIり、基礎的

小野寺功平1:1: 30~ 15: 30 工作の基礎 I な電気工作について学ぶ

2 1月24日(日)
工作の且i礎 H

機械機構と機械工具を知り、基礎的な
小野寺功平13: :)O~ 15: 30 機械工作について学ぶ

3 
l月30日(土)

修理の基礎
材質k接着剤、接合法、塗料等』こつい

小野寺功平13:30~15:30 て知り、基礎的な玩具修理を行う

4 2月 6 L1 (土)
修理の実際 I 故障を診断し、修理の見通しをたてて

小野寺功平13:30~15:30 修理を行うことを学ぶ

5 2月26日(金)
移動学習

ボランテイア合同研修
9:00~16:00 大船渡市「世界の椿館l等見学予定

6 3月 6日(土) 修理の実際 11 いろいろな玩具の修理を実際に行う
13: :lO~ 15: 30 開講式
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玩具修理ボランティアサークル結成会議記録

1 .趣旨説明

平J&1 1年 3月 CIJ (土)

中央公民館第 3会議室

出席者 8名

公民館担当者より、玩具修理ボランテイアサーケル結成について次のような説明をし、

lおもちゃ医学部」受講者全員の賛同を得、サークルを結成すること左なった。

北上市中央公民館で、は、ボランテイアの理解とその活動支援のために、いろいろな事業

を行ってまいりました。これまでに結成されたボランテイアサーケルの皆さんには、自分

の意志で自分の力を生かして、それぞれの分野で括動していただいております。しかし、

ボランテイアについての理解や活動はまだまだで、その緒についたばかりというのが実態

です。ボランティアは、今後ますます重要視されることなので、中央公民館ではその支援

をしてまいりたいと考えています。

ごの度の lおもちゃ医学部j も、持様の御協力を得まして、有意義な学習を進めるごとが

できましたことを感謝申し1-.げます。

つきましては、その学自の成果を生かして社会参加活動を行うボランテイアサークルを

結成し、次のようなねらいで活動を進めてまいりたいものと考えておりますの受講生の皆

さんの参加をお原郎、申し上げます Q

(1)自分の特技を生かしての社会参加活動をする。

(2)玩具等を修理して、物を大事』こする f育てのお子伝いをする。

(3)使い捨て生活を見直し資源保護に資する。

2. サーケル代表者について

代表者高橋正司

高IJ代 表鈴木丁

以下、高橋、鈴木さんの司会で進める。

3.サークルのねらい仁ついて

(1)自分の特技を生かしての社会参加活動をする。

(2)玩具等を修理して、物を大事にする子育てのお手伝いをする。

(3)使い捨て生活を見直し資源保護に資する。

4. サークルの名林

ボランティア「おもちゃの修理屋さんJ

5 .サーケルの活動計画について

(1)破損玩具の無料修理活動をすることとし、詳細については会員の協議により決める。

(2)新年度にサーケル会員加入希望者を募集する。

(3)次回は、 4月 9~I (金)午後 7時、 rjt央公民館第 2会議室

6 .サークルの事務局等について

当面は、事務局及び集会場所を北上市中央公民館とする。

7. その他

報道機関仁よりサークルのアピール、会員募集をし、破損玩具を集める 0

8.会員名簿

(省略)

※当初は 11名でトター卜し、現在の会員は女性を含め 13:fiである。
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平成12年度活動計画

玩具修理ボランティアサークル

Iおもちゃの修理屋さんJ

1.サーケルのねらい

昨今、消費文化、使い捨てのライフスタイルが、環境問題からも家庭教育の子育ての

観点からも問題とされている。壊れたおもちゃを直ぐ捨てたり買い替えたりせずに、修

理して長い間使うごとが、愛着がわき物を大事にする気持ちを育て、そのごとが資源保

護にも大きな意昧を持つ。

趣味と特技を生かして、そのお手伝いをするボランテイア活動を行う。

2. 活動期Llは、原則として毎片第 1・3土曜日(年間24四位)とするが、活動場所等の都

合によっては変更もあり。

3. 活動時間午後 1 時日()分~4 時 3 ()分

4.活動場所中央公民館第 3会議室

5. 会費は徴収しない。

6. ]::.具は個人持ちとし、修理消耗品はサークルで準備する υ

7.修理依頼の受付と返却

-玩具修理カルテに玩具名、依頼者の住所、氏名、電話番号を記入してもらう 0

・故障の症状を聞いて、玩具修理カルテに記入する。

-修理受付一覧表に転記する。

-修理玩具預かり~lHこ、受付番号と年月日を記入し依頼者ヘ波す 0

・修i里受付荷札を記入して、玩具仁村ける。

-修理が終わった段階で、修理内容、修理経過、修理担当者氏名を、玩具修理カルテ仁

記入する。

-引き渡す場合は、引渡月日を玩具修理カルテ仁記入し、返却したごとを修理受付一覧

表仁記入する。

-修理代は無料とする。

8.サークルヘの入会希望者は、いつでも入会を受付ける 0

9 .事務局は、当分の問、北上rh1t1央公民館とする。

1 ().平成 12年度の組織体制について、どうするか。

1 1. 1JIJ会予定期日

月 日(曜) 月 日(曜) 月 口(曜)

4 15 (日 7 l凶.15 (:l:) 1 () 12 (~時. 28仕)

5 6 (1-)・ 20(士j 8 19 (士j 1 1 4 (上.). 18 (i) 

6 3 (廿・ 18(日) 9 8樹・ 16(り 1 2 2 (t) . 16 W 

月 日(曜)

1 20 (:1:) 

2 3同・ 17(tj 

3 (:t)・ 17(り

.4月は年度はじめのため、 8月は孟蘭盆等の社会行事が多いため、 1月は正月の

ため、月 1回としたυ

-月 2回の例会日を確保するため、 6、9、1()月は第 1第3土曜日以外にも例会

を設定した。
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診断修理の進め方

し修理依頼の受付土返却

-玩具修理カルテに玩具名、依頼者の住所、氏名、電話番号を記入してもらう 0

・故障の症状を聞L、て、玩具修理カルテに記入する。

-修理受付一覧表に転記する。

-修理受付荷札を記入して、玩具』こ付ける。

-修理が終わった段階で、修理内科、修理経過、修理J旦当者氏名を、玩具修理カルテに記

入する。

・ ~I被月 H を玩具修理カルテ仁記入し、返却したことを修理受付一覧表に記入する 0

2 .故障診断

-故障の症状を確認する。

-故障修理を依頼された時の状態よりも故障が大きくならないよう仁、細心の注意を払っ

て作業を進める。

-分解の方訟を考え、組立る時の)1頃序を考えながら分解する 0

.部品の取付け位置を確かめながら分解する。

-分解をする時仁、ねじ類が多い場合は、使用箇所を間違わないようにその位置に差し込

んでおくとよい。

-構造と作動の仕組みを確認する。

-分解組立仁は、ねじ頭の溝』こ合ったドライバーを使う。ねじが差し込まれている材質が

合成樹脂の場合はねじ穴が壊れやすいのでやさしく回す υ

-分解をする時に小さい部品(ばね等)が飛んだりして、部品のあった位置が分からなく

なったり、紛失したりしないよう仁、静かにそっと聞く。

-故障の原凶として考えられることを予測する。

調整の狂い さびつき 潤滑油切れ 部品のはずれ 部品の破損や磨耗

断線 接合不良 電池切れ 等々

-予測した原因について、(反の手立てを講じて作動させてみて故障原因を確定する。

3.修理

-故障原因を把握したら、どの部分をどのように修理するか見通しを立てて修理をする。

接合接着、補強、部品交換、代用部品、調整、注油、研磨、電池交換、その他

-材質と接合 }j法・接着剤の種類について考える。表/r~されている材質と接着力・接着時

間等を確認する。

-部品の取付け忘れの無いように組み立てる ο

-玩具の仕組みゃ故障の状況は共通したことが多いので、今後の参考のため仁修理カルテ

仁修理の内容を記録しておく。

Ll.その他

・今後の修理のために、占い玩具の部品(特仁ギア等)やねじ、ビス・ナ、ソ卜等をとって

おくとよい。
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受付番号

玩具名

故障箇所

原因等

口調整締付

修| 口部品交換

理| 口破損部品交換不能

内 IUその他

容

ロヲ主壬三修理

修理経過・処置

引渡年月日 平成

玩具修理カルテ

おもちゃの修理屋さん

i 受付年月日 | 平成 月日

電話番号

口分解掃除 口断線接続修理 口破損部分接着

[コ電池交換 口代用部品取付 リ部品修繕

口音r~ラテ修理 口修理守二二有色

1-1~:担当者氏名 | 
年 月 日 |受取人 l本人頼封Lて
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玩具修理一覧表
t上rti属具障理ボランティア

おもちゃの修理屋さん

ρ〉£ιL 付 修理制1=0印 51障し

依頼者氏名 玩具名 電話番号

通し番号 年月日 完全 j部分 j不能 0印

. 

. 
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現在までの活動記録
平成 11年度

期 日 活 動 内 容

3月26日(金) 広報きたかみ仁、 |おもちゃの修理屋さんJ会員募集の記事掲載。

4月 2日(金) 岩手日報及び岩手H々 新聞に、 Iおもちゃの修理屋さん」結成の記
事指載。

4月 9 U (金) 第 1回例会、玩具修理、活動方針等について協議。

4月17日(土) 第 2回例会、玩具修理

5月15日(土) 第 3回例会、玩具修理

5月31日(月) NHK盛岡放送局の番組|おばんですいわて」の中で生出演版映。

6月 5日(土)
第4回例会、朝日新聞社から取材来訪。
「秋田ふるさと村」イベント参加仁ついて協議。

6月13日(日) 朝旧新聞ニュースゲラフ欄仁、活動の操子と会員葉集の記事掲載。

6月 19日(土) 第 5回例会、玩具修理

6月23日(水) 不n賀地区生涯学習ボランテイア交流集会に代表、副代表が参加。

7月 3日(j二) 第 6[fl]例会、玩具修理

7 n 1 5日(木) L吋)て生協から取材*訪

7月24日(士) 第 7回例会、玩具修理、 「秋田ふるさと村」イベント参加l準備。

7月31日(土) I秋田ふるさと村j イベント参加。 ( 2日間で 26点の修理依頼)
~8 月 1 日(日) 秋田県雄物川町の方より修理謝礼としてビール券をいただく。

8月21 FI (土) 第 8回例会、玩具修理、めんこいテレビから取材来訪。

9月 1 B (水) 岩手生協発行の、コープくらしの情報誌 fHE L L 0コープJ57号
の「いわて素敵人 lの欄仁紹介記事掲載。

日月 11日(土) 第 9回例会、玩具修理、岩手日々新聞から取材来訪。

9月25日(_t.) 第 10回例会、玩具修理、テレビ岩手から取材来訪。

1 0月 5日(火) 盛岡市の方より、宅急便にて破損玩具を提供していただく。

1 0月 1(i日(士) 第 11回例会、玩具修理

1 0月24日(日) 移動学習に参加。

1 0月26日(火) 盛岡市の方より、宅急便にて破損玩具を提供していただく。

1 0月30 H (土) 第 12回例会、玩具修理

1 1月 18日(土) 北上市の方より、修理謝礼として清酒 1升いただく。

1 1月20日(土)
第 13回例会、玩具修理
北上市の方より、修理謝礼としてクッキ-1箱いただく。

1 1月 27日(土) 第 14回例会、玩具修理

1 2月 4 [1 (土) 第 15回例会、玩具修理
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期 日 活 動 内 H廿寸

1 2月 7日(火)
盛岡市の方より、宅急便にて修理依頼を受ける。
(着払い宅急便で返送することを確認)

1 2月 18日(土) 第 16回例会、玩具修理

1 2月19日(日) ボランテイア合同交流会に参加。

1月 雑誌「月刊公民館J5 1 2号 (1月号)に活動紹介記事掲載。

1月 8 B (土) 第 17回例会、玩具修理

1月22日(土) 第 18回例会、玩具修理

1月30日(日) タウン誌、「スケランブ)レJより取材打診あり。

2月 5日(土)
第 19回例会、玩具修理
タウン誌 lスケランブ、ル」より取材来訪。

2月26日(土) 第 20日例会、玩具修理

3月 タウン誌「スケランブ、ルJ217-号に紹介記事掲載。

3月 4日(~L) 第 21回例会、玩具修理

3月18日(土) 第 22回例会、玩具修理

3月25日(土) 日本アマチュア無線北上支部より、修理部品・消耗品の寄贈を受ける。

平成 12年度

期 日 ;百 動 内 容

4月 15日(土) 第 1回例会、玩具修理

5月 6日(土) 第 2回例会、玩具修理

5月20日(土) 第 3回例会、玩具修理

6月 3日(土) 第4回例会、岩手日日新聞社が取材に来訪。
市民交流プラザで修理実演をすることを検討。

6月 18 n (H) 第 5回例会、玩具修理

7月 1日(土) ツインモールプラザの市民交流プラザで出張修理を行う。 7月1[1 
~2 日(日) に IBCラジオの取材があり、 10時 50分ごろ生放送される。

7月 15日(土) 第 6回例会、玩具修理

7月22日(土) 前沢町ふれあいセンターでの「おもちゃドケター養成講座J~こオブ
~2 3日([1) ザーバーとして参加(高橋、新聞、下ー藤)

8月 5日(土) 前沢町ふれあいセンターにおける「おもちゃフェスタ」に依頼され
~6 日(日) て参加。 (修理依頼は 5日は 22点、 6日は 16点)

8月 18日(土) 第 7回例会

第 8回例会
9月 8日(金) 岩手県立生涯学習推進センターでの「平成 12年度社会参加活動指

導者交流集会j において高橋代表が活動事例発表。
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現在までの修理受付け数

平成 11年度 平成 12年度

4月 約 53点 1 0月 1 ~1 点 4月 1点

己月 9点 1 1月 1 4点 。月 3点

6月 9点 1 2月 7点 6月 2点

7月 7点 1月 6点 7月 :3 :3，点

8月 45，点 2月 6点 8月 占

9月 1 8点 3月 4点 。月 i主

合計約 188点 合計

① 
No. 

持主氏名

修理玩具預かり証 持主住所

受付番号|
持主電話

依頼月日 平成 !l 
平成年月日

整締付
Urnおもちゃの側屋さん fi63-4247 1多

線部分接着
Y里 損部分接着

品交換
(修理玩具預かり証) l勾 池交換

品修繕
容 の他

完全修理 部分修理l草 山

修理担当者l
おもちゃの修理屋さん

(修理受付荷札)
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・
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上
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の
午
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と
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た
。
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.
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が
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を
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の
お
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と
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使
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て
の
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活
ス
タ
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を
見
直
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?
と

い
う
刷
い
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
議
爪
終

f
後
、
伝
説

生
の
吊
望
に
よ
り
無
料
て
一
札
只
修
川
刊
を
十
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
結
成
十
る
こ
と
に
な
り
、
千
成
卜
一

年
一
一
二
川
に
「
お
も
ち
ゃ
の
修
周

Mm
き
ん
し
が
誕
パ
ー
し
ま

「おもちゃ医学部」講座・学習プログラム

l司 H n方 問 学問Jj[};• 11l'fl" m刷物JRT r-定講師

ト一一

開講式 伺人持ち工JL
(ベンチニッ

11I17fJ 電気の基礎t電気工具、 パ・はんだご

((1) 基礎的な電気工作の実妓 て ドライパ 小野寺功γ
I J".fi'の基礎 l -電子工具の学習 その他)

13: 30 電T~線技術の学間 電子慎盟キット

~15:30 電子様里lキソトの111み 作業台

立て 電源コード

TltT工具の工夫 lよんだ

テス担ー

~械機1甫 t 機械工具、基 個人符ち LJl
11124 [1 礎的な機LIt工作の実伐 機械l真理lキット

2 ([J) 1.Yfの基健 H e 険械工具lの学習 作業台 'J、rf苛<))'J'

13: 30 -機械機1持の学習

へ -15:30 機械慎型キット O)IHみ

立て

十一一一一

幕開的な玩J¥修理の実肢 例入f'iち U¥
1 Jl30 (J 玩Jlの111'1の学間 故附I元jl，

3 (上) 修理の!/..~型 -材質 U~着剤、妓合法 作業白 'J ， ~I ，'f Jj)'1' 

の学習 電源コード

13: 30 塗H、 ~n'il;の学問 はんだ

~15:30 破11¥玩具の修理の実践 テスヲー

サンドベパ

澗滑I1h
故防の秒断と見通しをた 各組塗H

2月 6日 てた修理の実技 各樋1安着高1J
4 (土) 修理の実際 I 修断カルテの記入 ~料うすめRi 小野寺功T

-故障砂斯の実技 ラヲカう1め被

13: 30 修埋の可能性判断笑I克 修理カルテ川紙

~15:30 見通しをたてた修理の 各相中古閉~tWl矧

実技 ウエス

2J12B日 ボランテ fア合同研修

5 (金) 移動学習 ー大船渡ili
9:00 fJ世界のf育館j見学

~16:00 

311 6U 各陣玩Hの修理の尖!主 修司!の実際)Iニ
6 (土) 修理の実際 E ー代日Jf部品の工夫 同じ

13: 30 
~15:30 閉Z開式

表

作
は
不
得
意
だ
が
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

L
た
い
と
思

っ
て
い
た
と
い
、
7
ト
刀
、
壊
れ
た
玩
具
の
修
川
引
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
川
川
市
中
と
い
わ
れ
て
附
っ
て
い
る
と
い
う
万
な

ど
き
ま
ざ
ま
で
、
一
一

O
歳
代
か
ら
じ
り
成
代
ま
で
の
女

性
を
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